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八峰キレット小屋が指呼の間に見える。この山域には2回生の3月山で烏帽子～白馬まで  

縦走した折の経験しかないが、その折3 日間吹雪iこ閉じ込められ、乏しい食料を食い繋い  

だ事が想い出されるし数えでも齢まだ63歳なのでチヨット大げさだが、次の歌が口を衝く。   

『歳たけて、また合い見んと思いきや、 命なりけり切れっ戸の小屋』   

あの春山は烏帽子から船窪・蓮華を通過する辺りで豪雪に見舞われ日程が遅れ、辿り着  

いたキレット小屋では食料不足でと、相当な消耗を強し、られた。今快晴とはいえ雪の天狗尾根か  

ら40年ぶりに間近にあの小屋を見たものだから、ついまね歌を作ってみた。西行さんにも  

お許しいただけるものと思う。   

ここから延々500叩の高度を登って行くが、途中小屋岩で2ピッチのザイル・ワークがあ  

り、息がっける。更に登れば東尾根との合流点に達し、そのまま北峰へ詰め上がってゆく。  

北峰頂上直前の20m程は両側の切れた1m幅の雪稜で、緩傾斜だが気分の出る所だった。   

そして剣の連峰が目に飛び込んでくる。（13時10分）  

（鹿島槍天狗尾根登撃より）  
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小屋岩の左を回り込むこのあと2ピッチのザイルワークが待っていた   



白い秀峰と温泉の旅  

「四川省・最高峰ミニアコンガ展望～ハイローゴー氷河と  

ゆったり温泉の旅6日間」  奥田 寛  

＜注＞ミニヤコンガ登山小史   

ミニヤコンガ（7556m）は、ご存知の方  

も多いと思いますが、1982年の春、  

遭難した松田宏也氏（市川山岳会）が奇跡の生  

還をした山です。   

昨年12月中旬の夜、突然、広谷先輩から自  

宅へ電話があり、「3月のツアーに行くの  

で、松田氏と同じ会社の君はぜひ行くべきだ」  

というような勧誘をうけました。「3月？  

！」と思ったものの、ついその気になって参加  

することになった次第です。   

今回入るハイローゴー氷河（全長14．7k  

m、面積16平方キロ。アジアで最も  

規模が大きく、標高が低い）は、市川山岳会が  

はじめて登山使用したルートでしたが、  

今は森林公園として宿泊施設も整い、ロープウ  

エイ利用でミニヤコンガを労せずして  

真正面に眺められる有り様です。更に温泉付き  

とは、なんともお気楽な旅先になった  

ものだ、と感心したものです。  

米国隊、北西稜から初登頂   

中国隊、北西稜から第2登   

北海道岳連隊、ヤンズーゴ   

ー氷河より北東稜経由で   

頂上を目指すが事故のた   

め登山中止。   

市川山岳会隊、ハイローゴ   

ー氷河より北東稜経由で   

頂 上 を 目 指 す が   

頂上直下でアタック隊が   

消息を絶つ。アタック隊2   

名は独力で下降したが5   

月19日、松田隊員のみ現   

地人に救出される（奇跡の   

生還）。   

北海道岳連隊、北西稜から   

頂上を目指すも6500   

mで敗退。   

日本ヒマラヤ協会隊、ハイ  

ローゴー氷河より北東稜を  
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目指すが6400mで敗退。  

1994年10月 日本ヒマラヤ際会隊、北東  

稜から頂上を目指すが4名．  

消息を絶っ。  

］997年 5月 札幌山岳会隊、ヤンズーゴ  

ー氷河より北西稜経由で日  

本人初登頂。   

＜旅の概要＞  

主 催：ヒマラヤ観光開発（株）  

期 間：05年3月］5日（火）～20日（目）  

参加者：広谷先輩、橋本先輩、北濃先輩、奥田  

（以上 OCUAC）  

石過氏（広谷先輩の理学部後輩）、  

高木氏（〉・般参力lり  

［奥田：50代後半、他の方々：60代後半～  

70代前半］   

3月15日（火）  

成田空港 8：55 →北京 経由）  

一｝15：35 成都空港   

定員（10人）割れのため、日本からの添   

乗員はつかないが、幸いなことに北濃先輩が   

参加されておられるので、何の不安もない。   

乗り込んだ中国国際航空は座席が狭いが、飛   

行時間は長くないので助かる。機内の飲み物   

でビールを注文したところ、冷やし過ぎで凍   

っていた（北京から成都への便も同じ）。それ   

はともかく、北京での待ち時間も短く順調に   

成都へ向かった。成都空港に近づくにつれ、   

下界は見渡す限り見事な黄色い畑が広がる。   

菜の花畑であった。   

成都空港で現地ガイドのPan氏の出迎え   

を受け、専用車で一路「花園城大飯店」へ。   

車中でPan氏より「必ずしもミニヤコンガが   

見えるとは限らず、天気次第」、とダメを   

出されてしまった。夕食はホテル近くのレス   

トランで。匹りIl料理は案外辛すぎず、口に   

馴染んだ。  

3月16日（水）  

花園城大飯店8：30→16：30二郎   

山トンネル → 第三号宮地（2940m）   

今日は、ハイローゴー森林公園・第三号営地   

まで、南西300kmの距離を川蔵公路を通   

って、車で一気に走り切る過酷な1日となっ   

た。当初は高速道路を快調に走っているかに   

思えた専用車が急に不調となり、何とか高速   

道路を降りきって、雅安市郊外の整備工場に   

立ち寄る。結局、この車での続行を断念する   

ことになり、雅安市で昼食を摂りながら代用   

車が成郡から来るのを待つことになった。  

1．4：30 ようやく代用車で出発となる。   

今回の車は韓国・現代の車で2年前購入とか   

で、快調に飛ばす。雅安市に続く天全は木工   

品が特産で、木の彫刻が道路際に並び、見事   

であった。遅れもあって車は先行車をどんど   

ん追い越してビュンビュン飛ばす。   

大工事の末に開通した二郎Il」トンネルをよう   

やく抜け、チベットに行く道と分かれて、   

大渡河（長江の支流）に沿った道を磨西へ。   

磨西からは森林公園の車（到着が遅れて、乗   

合シャトルバスは運行せず）に乗り換える。   

この車も日暮れないうちに、と九十九折りの   

坂道をものともせずビュンビュン飛ばす。何   

とか目が沈まないうちに本日のホテル   

「銀山大飯店」に到着できた（感じとしては、   

上高地の西糸屋か）。さすがに、寒い。  

3月17日（木）   

9：00～1．2：00 城門洞氷」ll（氷河の   

末端）へハイキング  

1．2：30～13：15 昼食  

13：45～16：00「旧展望台」へハイ   

キング（有志のみ）  

天候が良くないので、日程変更して氷河末   

端へのハイキングとなる。途上に、「松田宏也   

小道」なる掲示板があり、来た証しにと記念   

撮影する。今回の参加者は氷河を知っている   

し、ガスっていることもあって、氷河末端か   

ら早々に引き上げて帰途についた。   

午後は、Pan氏の案内で有志が「旧展望台」   

へ。結局、最後までついて行ったのは高木氏  
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と私のみ。「旧展望台」には小屋があり、若夫  

婦が住んでいた。小屋には薬草等の漢方薬の  

材料が置いてあった。帰途、内モンゴルから  

来た犬連れの若夫婦に出会った。約6カ月、  

各地をトレッキングしているとか。夕食は、  

すぐ下にある「金山飯店」で摂る。あいにく  

の小雨となり、明日のミニヤコンガ展望がで  

きるのかどうか、非常に気遣う。   

3月18日（金）  

9：00出発 →（乗合シャトルバス）→  

（ロープウエイ）→ 氷河展望台着  

氷河展望台11：10→ 第三号営地（昼食  

12：15～13：00）13：00 →  
13：30 第二号営地   

昨夜の雨が雪となり、周囲が雪景色に一変  

していた。6時30分のモーニング・コール  

ののち外に出たところ、ガスが見る見るうち  

に上がり、白く輝くミニヤコンガの衛星峰（金  

銀山、三連峰）が眼前に現れてきた。待望の  

晴天となり、期待に胸がふくらむ。   

9時に乗合シャトルバスに乗り込んだとこ  

ろ、昨夜「金山飯店」で隣のテーブルにて食  

事をしていた若い女性中心のグループが乗っ  

ていた（広東から来た職場旅行絶とのこと。  

北濃先輩の入手情報）。ロープウエイで氷河を  

渡り、氷河展望台へ（約3650m）。   

氷河展望台からは、主峰ミニヤコンガの雄  

姿を正面にして、360度の大パノラマが広  

がって申し分なし。少しは雲がかからないと  

絵にならない、等贅沢な声があがるほどであ  

る。   

十分に眺望を堪能して帰途につく。今日の  

昼食は殊のほかゆったりとしたものになった。  

ゆっくりし過ぎてバスを待たせた形になり、  

慌ててレストランを出てバスに乗り込む。  

本日は温泉の湧く第二号営地で泊まるだけ。  

例の広東の職場旅行組も同じ予定であった。  

ここ「氷川温泉」は中国10大温泉の1つで、  

源泉は92度に達しているとのこと。   

宿泊所の対岸に温度の違った湯船がある。  

吊り橋を渡り、日本の銭湯のように「番台」  

で着替えのロッカー・キーをもらう。水着に  

穿き替えて、違った温度の湯を楽しんだ。   

これで今回の旅2つの目的達成となった。  

満足。  
ヽ  

3月19日（土）   

第二号営地 8：00→8：40  

磨石9ニ00 →10：00 二郎山トンネ  

ル出口→11：25 天全（昼食）   

12：15 →  

14：55成都「花園城大飯店」  

乗合シャトノレバスに乗り、磨石へ。ここで   

出迎えの専用車に乗り替え、一路成都へ向か   

う。二郎山トンネルに入る手前で振り返ると、   

ミニヤコンガの白銀のU」容を望むことができ   

た。   

トンネルを抜けると、天候が一変し、霧雨   

が降っていた。下るにつれて、さすがに小雨   

は断続的となり、止んだりもしたが、成都ま   

でどんよりとした天気が続いた。   

成都最後の夕食は、15日の時点で広谷先  

輩ご推奨の薬膳料理店（＝「欽善斉」）に変更   

されていたが、確かに酒も料理も期待にたが   

わず美味であった（当初は麻婆豆腐料理店）。  

3月20日（日）   

花園城大飯店 11：30 → 成都空港  

13：40 → 21：00 成由空港着  

11暗まで各自自由行動（市内散策、名所旧跡   

の訪問、買い物、囲碁）。多少のトラブルはあ   

ったものの、往路と同じ北京経由で全員無事   

予定通り帰国できた。お疲れ様でした。  
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島槍岳天狗尾  若葉とは何時ものように目を楽しませてくれる。   

途中スキー場方向へ道を間違え少し遅れて大谷   

原に着く。7時出発。アラ沢出合までに2箇所渡   

扱）先行は2ハ0ウィー5名。大谷原にはかなり集ま   

っていたが、天狗尾根にはこの程度しか向かわ   

ず、先行者は足が速いので山は静寂に包まれて   

いた。  

天狗尾根取り付き9時半。 踏み跡も疎らな   

急斜面を小枝や木の根を掴みよじ登ってゆく。   

落ち葉で足が滑り、甚だしくエネ牌0－を消化する。   

小窓尾根や北鎌尾根の取り付きを思わせる。尾   

根上11日も この直前辺りから積雪面となる。尾   

根を暫くたどりクーロワールに取り付く。   

午後の軟化した雪の急斜面を肇じ登るのはチヨット   

したコツが必要。右手のピッケルはシャフトの   

元まで埋まる状態で、足場を崩すことなく次の   

一歩を踏み出すには左手を上の踏み跡に旨く突   

つ込んで微妙なバランスを保たねばならない。   

斜度はきついがザイルを出すには抵抗があり、   

先頭の佐々木さん、ドンドン上ってゆくものだか   

らこちらも遅れじとついてゆく間に後続との距   

離が開きすぎた。第ニクーロワールの出口付近   

までこんな調子だったが、さすがに最後のとこ   

ろは雪のステップが崩れればそのまま下まで行   

ってしまうので、通過したあと、ルート工作を   

施す。あれやこれやの内に時間が経過し、第ニク   

ーロワールを抜けて平らになった山稜の2100   

m地点に幕営する。（16時）   

2005年5月3日～5日   

佐々木、兵頭、吉村、山田   

冬の鹿島槍を天狗尾根から登ろうと駒ヶ根山   

荘に集まったのはもう6～7年も前で、まだ苑   

樹さんご陸在の時だった。その折は、種々の事情   

で対象が酉穂の西尾根に変わり、以降はそんな   

元気なことを言い出す者もなく時が経過してい   

った。  

5月山はここ2年間現役の新人合宿に付き合   

ってきているので、今年もと予定していたが、残   

念ながら新人が現れず、2、3回生の山行に加え   

てもらうのは遠慮してOBだけの山行を考えた   

何処にするかは、西穂の時の兵頭君参加なら天   

狗尾根に異論が出るはずもなく、京都の吉村さ   

んも来ると言うので、佐々木さんを加え去年の  

岳沢「こぶ尾根」のメン／ヾ－が復活した形となった。   

男3名の平均年齢は60歳を超えており、去年   

とどちらがキツ如タか？面白かったか？以下の拙   

文にお目通し下さい。  

5月3日 晴れ  

駒ヶ根山荘4時20分発。岡谷辺りで北アル   

プスの雪稜がチ労ラ見え出す。こちらからは常念   

の山頂の東側への広がりが突起に見えて、なか   

なか魅力的だ。豊科から大町への安曇野は出来   

たばかりの水田が広がり、銀白の後立山連峰と  
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5月4日 晴れ  

出発6時20分。テント地からは天狗の鼻へ   

の急斜面が構えているが、取り付きまでにやせ   

尾根を暫く上り下りする。登り斜面1個所でザ   

イルを出す。天狗の鼻着7時50分。ここからは   

遠見尾根、後立主稜、鹿島北南峰、鹿島東尾根   

更に爺や蓮華方面が見事に展望できる。今日も  

一脚青だ。   

八峰キレット小屋が指呼の間に見える。この   

山域には2回生の3月山で烏帽子～白馬まで縦   

走した折の経験しかないが、その折3日間吹雪   

に閉じ込められ、乏しい食料を食い繋いだ事が   

想い出される。数えでも齢まだ63歳なのでチヨッ   

ト大げさだが、次の歌が口を衝く。   

頂上直前の20m程は両側の切れた1m幅の雪   

稜で、緩傾斜だが気分の出る所だった。   

そして剣の連峰が目に飛び込んでくる。（13時   

10分）  

北峰から南峰へ、更に強風の中を冷弛まで、   

核心部を越えてからのア／レベイトに大汗をかい   

た。吉村さんここまでよく頑張った。（16時）  

5月5日 晴れ  

冷池発 6時30分。赤岩尾根の上部は雪が固   

く少々緊張するも、途中から西沢へ出て山田は   

もっばらシリセイを交え駆け下る。大谷原着9時   

10分。  

以上のように、連日快晴に恵まれ余裕を持って   

終えることが出来た。こぶ尾根との比較は、あち   

らはアタック形式で、それも困難な／レートを選   

んだ上での日帰りの遊びだったので   

単純比較は出来ないけれど、／レートの難易度は   

こぶの方が上。但し天狗尾根は、降雪期には   

ルート工作に相当の時間を要すること確かで、   

5月だからテントを上にあげられたと思ってい   

る。対面に見えた東尾根の上部はかなり急峻な   

岩稜で、次はあちらにとの思いを抱いて下山し   

た。  

以上   

『歳たけて、また合い見んと思いきや、 命   

なりけり切れっ戸の／J、屋」】   

あの春山は烏帽子から船窪・蓮華を通過する   

辺りで豪雪に見舞われ日程が遅れ、辿り着いた   

キレルJ、屋では食料不足でと、相当な消耗を強い   

られた。今快晴とはいえ雪の天狗尾根から40   

年ぶりに間近にあの小屋を見たものだから、つ   

いまね歌を作ってみた。西行さんにもお許しい   

ただけるものと思う。  

ここから延々5（氾mの高度を登って行くが、   

途中小屋岩で2ピッチのザイル・ワークがあり、  

息がつける。更に登れば東尾根との合流点に達  

し、そのまま北峰べ詰め上がってゆく。北峰  
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（稜線）～16：30（西駒山荘）   

エープリルフールだがだいした嘘は出なかっ  

た。   

約束通り3：00に起床して、朝飯は早々に  

済まし、4：00に出発。伊刃Ii谷のささやかな  

夜景が美しい。そして「南の鳳凰力3」が燵燈  

しい。今日の晴天は約束されたようなもので月  

と星がよく見えた。   

5：00ごろ小黒川キャンプ湯前で車止めゲ  

ートに出くわしたのでここから歩く。五時半ご  

ろにはだいぶ明るくなってきた。   

今回は長尾根ルートをとるので、桂′J、場登山  

口は通り過ぎてさらに林道をつめ、林道終点か  

らは小黒川をつめる。積雪は50cmほどあっ  

たが、つぼ足で行けて、テープもしっかりつい  

ていたため迷うこともなかったが、雪崩の跡が  

あったのが少し怖かったのと、・一箇所橋が流さ  

れていて渡渉に難儀した。と、ここでトラブル  

が…休憩が終わり、いざ塩見さんがザックを持  

ち上げるとその付近の雪がどうも黄色っぼい。  

まさかとザックをあけると、何とチャンコの素  

が全書馳′し出していた。元々の原因が僕なのに、  

ツボにはまって一人で大爆笑してしまった‥・ど  

うもすんません。   

長尾板取り付きまでは大して苦もなく行けた  

が、ここの尾根の取り付きはかなり急で少々怖  

かった。難所を越えて見上げる稜線ははるか高  

く、尾根もかなり急J唆なので先が思いやられる。  

最近忙しくて山も行ってないし、走ってもいな  

いという塩見さんはこの辺りから少しペースが  

落ちはじめた。   

とても温かい、したがって足はよく潜る。稜  

線に出るまでずっと樹林帯。ラッセルありしん  

どい。テープはしっかり付いているものの、木   

木曽駒山行報告  

（2PO5・3．31～4．4）   

現役 小椋 剛、塩見修平   

3月31日（木） 晴れ   

あさ6：00に市大集合。門からは入れない  

ので、フェンスを乗り越えて部室に侵入、荷物  

を持ち出・九今回の参加者は、塩見一藤井（元、  

市大野鳥の会会長）・小椋。   

塩見さんが車を出してくれた上、駒ヶ根まで  

延々10時間、ぶっとうしで運転してくれた。  

高速を使わずずっと下道を通ったおかげで、青  

空の下、楽しいドライブ（軽なので座っている  

のが少ししんどかったけど）ができた。駒ヶ根  

に着く直前、車の走行距離メーターーが11万1  

111kmになったので道路わきの駐車場でち  

ょいと記念写真。で、駒ヶ根のベルマールで今  

日の夕食と明日の朝食を買出して雪線♪ヽ夕食  

は各自適当に買っためいめい食べるという味気  

ないものに・t・実は僕がぺミカンを作るのを忘れ  

るという大へマをしたので、塩見さんが今日の  

夕食用に持ってきたぺミカンとチャンコ鍋の素  

を急遽山へ持っていくことに（これが後で少し  

ばかりトラブルに…）なったからなんですが。   

夕食後、少しミーティングしてから、明日は  

3：00起きということで20：00には就隠  

ここのとこ少々睡眠不足＋今日のドライブで疲  

れていたにもかかわらず中々寝られずいらいら  

しながら一晩すごした。  

4月1日（金） 晴れ  

3：00（起床）～4：15（雪線出発）～5：  

15（登山口出発）～8：50（長尾板取り付  

き）～10：10 鳩尾根羽郵～15：00  

6  

7  



があっても滑落の怖さを感じるほど箇所がでて  

くるほど急なので、僕もやがてばて始めた。結  

局尾根の最後の方はずっと藤井さんがラッセル  

してくれた。尾根の途中伊那谷・南ア・八ツな  

んかが見えるたび歓声を上げていたが、実は一  

刻も早く寝袋に入ることを考えていた僕でした  

‥・塩見さんと僕だけだったらきっと力尽き尾根  

途中でキャンプ，とにかくこの尾根での藤井さ  

んの活躍は素晴しかった。  

15：00ごろ、6時間ほどかけてやっと稜  

線に出る。ここからは塩見さんがハッスルして、  

西駒山荘まで頑張った、しかし僕はやはりだら  

だらと踏み後をたどるのが精一杯。体力よりも  

むしろ気持ちの点で萎えてしまった。 やる気が  

どうも出てこない。   

山荘の中にテントを張らしてもらい、コンロ  

なんか炊くとめちやめちゃ温かい。正に幸せ‥  

ただチャンコ鍋の素は朝のうちに流れてしまっ  

たので、代わりに、マルタイ棒ラーメンのスー  

プで味付け。ぺミカンそのものがよかったので  

割り方おいしかった。   

疲れているはずなのに全然寝れず寝袋の中で  

ずっと起きていた。  

から2人に離されてしまった。   

風は強かったけど、馬の背もそれほど大した  

事なく、難なく山頂へ。僕の消沈に比べて、藤  

井さんは生き生きとしていた。南方の宝剣など  

山頂からの景色にもいたく感動していた模様，  

帰りは往路を戻り、将棋頭山にも足を伸ばした。   

小屋に着いたのは9：00過ぎ。塩見さんは  

ずっと睡眠、僕は2時間ほどまどろんでから読  

書、そして藤井さんはというと、何と数学の教  

科書を、きちんと小屋のテーブルに腰掛けなが  

ら延々7時間近く眺めていたらしい。ただ、頭  

にはちっとも入らなかったそうな。それから1  

6時の天気図を取って、晩御飯⊃ キムチ鍋ので  

きは素晴しかった。後は明日の天気さえよけれ  

ばすべてよし、てなわけで大半を小屋で過ごし  

た一日が終わった。   

夜また寝れなくて、23時ごろトイレ行った  

折、雪が入り口に積もって出口の開閉が大変だ  

ったと大騒ぎしたため、眠りかけた二人を起こ  

してしまい、大ひんしゆくを買った。  

4月3日（日） 量り  

5：45（発）～7：00（6合目）～大伴ノ」、  

屋（7：40）～登山口（10：00）   

天候が崩れてきそうだったので心配してい  

たが、外を見ると薄日が射して青空も見えてい  

た。   

稜線は早々と終わり、樹林帯に入る手前で塩  

見さんの提案によってワカンを付ける。ワカン  

の紐の締め方が甘くて、歩き始めてすぐにはず  

れてきてしまい、塩見さんに「締め方が甘い。」  

と怒られてしまった。下るだけなので非常に楽っ  

だんだん高度が下がるにつれて温かくなってき  

て雪がべたべたしてきたものの、天候も崩れず、   

4月2日（土） 晴れ  

5：40（発）～7：25（木曽駒が岳）～9：  

00（将棋頭山）～9：10（西駒山荘）   

3：30過ぎ起床。何となくだるくて登頂意  

欲が湧かない。しかも朝食のラーメンが悲劇的  

にまずかったので、テンションは1。それでも  

素晴しい快晴に恵まれ5：40には出発。今日  

の行動は、西駒山荘から木曽駒ヶ岳往復だけで  

距離も短く、難所も馬の背のごく一部というこ  

とだったが、僕は始めから足取りが重くのっけ  

7  
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個人的感想  

今回は、大変！やる気が落ちていました。自分  

の感情があちこちと動き回ってとりとめがなく、  

歩いていると非常に不愉快になってくるのです。  

近いうちに、ぜひ山に（絶対に一人というのが  

絶対条件）しばらくこもっていたい気持ちにな  

っています。単独行で、しかも移動ではなく、  

滞在型で！！アルピニズムではなく、今年は、  

個人的には、山の別の側面を求めていこうと思  

います。部の考え方のまとまりも無い事ですの  

で（部員の意欲が／1ラバラ）、みんな集まっての  

恒例の行事以外は、個人の趣味を深めようと決  

心しました。これは、宣蔑今年の山登りは、  

山遊びとして、全く「般的な娯楽として、去年  

のナンセンスな重苦しさは吹き飛ばして楽しく  

自分の欲求でぶつかって行きたいと思っており  

ます。  

ともあれ、来てくれた2人にはまず感謝！長尾  

根は一人ではまず間違いなく登れませんでした。  

そして、藤井さんの現在の熱意の高さには驚か  

されましたし、感心しました。  

僕は、意欲の問題ですね。何か得られなきや行  

きたくもないし、トレーニングもしたくない。  

得られるものより、浪費しているものが多いと  

いう感がすると、どうしてもやる気が出てこな  

い。今年の感想は…得られるものより…浪費し  

たものが多かった！！どう計算しても。まさに、  

こ・れ！浪費は浪費で、あって悪い事ではない  

と思いますが、いつまでも続くと堪りませんか  

らね。  

そんなわけで、今年は、実験の年ということで。  

学校の方がやや忙しくなって、山へ行く時間は  

結構減ると思いますが、ひたすら自分の感情に  

任せて行く。これです。せっかくの大事な大学  

時代ですからね。手にしているものを大事に使  

わないほど愚かな事は無い、と思いました。   

難なく桂小場に到着。やっぱ春はええわ～と、  

ぬくい陽気に満足しながら、車窓から見える山  

に感慨にふける。   

雪線に10時30分あたりには戻ってしまっ  

たので、朝風呂でもするかと、駒の湯まで出か  

けゆっくりとお風呂を楽しむ。風呂の後は各自  

ベルマールで買い込んだ昼食を食ってからは自  

由行動。塩見さんはお昼寝。藤井さんは光善寺  

に散歩。僕は読書。と、ここで久保田さんが雪  

線にやってきたのだが、僕たちが雪線を無断で  

使っていたので、今度からはきちっと連絡して  

から使うようにと2言3言注意をして帰ってい  

った（今度からは必ず連絡します）。  

17時くらいから、美味いと評判の店にソー  

スカツ井を食いに行く。1000円もしたが、  

それに見合うおいしさだった。雪線に戻ってか  

ら21暗くらいまでずっとお詣ム結構深刻な話  

ができて面白かった。今の山岳部は…今の山で  

失われてしまったものは…今までの人生は…自  

分という人間は‥・云々。   

安心していたので、そこそこ寝れた。  

4月4日（月） 雪→晴れ   

目が覚めて外を見ると、何と雪！今日も下道  

なので早く出る。   

南下して、標高が下がるにつれ雨に変わる。  

清内路峠を越えたころから回復してきて、中津  

川あたりで薄日。名古屋に入るころにはすっか  

り上天気。いつみてもなっかしい生駒山にただ  

いまを言って、大阪一ヽ16時ごろ着。入学手  

続きの日で人がごったがえしている市大に戻る  

と、感慨も糞もなくなった。  

8  
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藤本 勇   

2000年1月から2月にかけて1ケ月の間、ニュージーランドを訪れたのが始めてで  

あった。それ以来毎年のように訪問している。今回で5度目のニュージーランドである。  

最近は2ヶ月から3ケ月の滞在がほとんどである。広い清潔なキッチン、たくさんの鍋、  

調理器具、食器類が備わっているY比A（ユース・ホステル）は我々自炊組にとっては、まこ  

とに有難い宿である。おまけに安い。醤油、かつおなどがあれば近くのスーパーで食材や  

ヒール、ワインを求めノンオイルのあきのこない食生活を続けられる。   

ニュージランド政府のDOC（Dop肝tme鵬OfCon醜Ⅳぬn、さしずめ日本の衆境省）が推奨  

しているトラックはグレートワオークと名づけてニュージランド全土で9つほどある。有  

名なのは「世界で一番美しい散歩道j と云われているミルフォード・トラック。山岳コー  

スとしても人気のあるルートバン・トラック。老若男女で賑やかなェーーベル・タスマン・  

トラックなど。これらのトラックを寝袋と食料を担いで歩いたので、今年は新しく人気の  

ない静かなトラックを歩いてみたかった。  

ラキクラ（R血Ⅶm）   

ニュージー ランドの南島の最南端に佐渡島の2倍ほどの島がある。人口400人。  

3年ほど前に、このスチエワート島の9割ほどをラキクラ国立公園に制定されてから観光  

客も増加している。私達は5回ニュージーランドを訪問した中で4回も、この島を訪れニ  

ュージーランドの人達からも驚かれている。普通ニュージーランドを訪れると広大な牧草  

地に羊や牛がのんびりと草を食べている風景を想像するが、この島には牧草地はなく自然  

のままのプッシュが島を被っている。   

今年は2月8日から28日まで島に滞在する。ラキクラ・トラックをすべて歩くには1  

0日ほどの食料を持参せねばならない。一般的には3日のコースを歩いてラキウラを歩い  

たと称している。私達も3日のコースを2度歩いている。野鳥の多いコースで人にも出会  

わない。今回、滞在中に『Coa8ttO払出也というパンフレットを見つけた。読んで見ると  

スチュワート島の東海岸へセスナ機で飛び半島を横断してボートで帰ってくる。一日、十  

分に楽し．生せてくれそうだっ 日本では考えられない。   

朝、目が覚めると北の空に晴れ間がある。今日は光子は留守番。一人鬼海岸のM8ねonB8y  

に飛ぶ。ボート代も含めて155ドル。始めて島の飛行場に行く。管制塔も吹流しも何も  

ない所。Mai細nnB8y行きのセスナ機は搬席、副操縦席の後ろに4人しか席はない。イ  

ンパーカーゴから既に2人の客が乗っていた。   

30歳くらいの夫人と4歳くらいの男の子が一荷物を持ってセスナに乗り込む。私は副  

換縦席に座らされる。7時50分離陸。日の下は一面、樹海の世界。20分ほどでMa由on  

／∂   



B8yの砂浜に下りた。丁度、潮が引いた砂浜にヒコーキは見事に着陸。まるで不時着して  

いるような気分になった。飛行時間は約20分。子連れの夫人は来週の月曜日に迎えのヒ  

コーキが来るまで、ここでのんぴりと暮らすそうだ。子供用の自転車まで棟んできていた。  

ダンナが浜辺に迎えに来ていた。   

セスナが着いた浜辺から歩くこと3キロほどの地点に小さな沢があり、その沢をさかの  

ぼって行ったらMa8ion8ay小屋に出た。小屋の中では朝食をとっているグループ、出凝の  

用意をしている人達で賑わっていた。ノj、崖を出て約1時慨ほど歩くと右手に小山（Ⅰ8knd  

Hi山）があった。道はこのあたりより悪くなり、ドロ道が続く。登山者はロングスパッツを  

ドロ除けに使っている。私の登山靴はオークランドに置いてきたので、フランス製のメフ  

ィストをはいて歩いた。ほとんど平地に近い道で時々霧のような雨が降って－くるし，あたり  

は一面、草千里というかプッシュの大平原、道はしっかりしているが、道標は何－・つない。   

Sco枕Bumという′トさな択が道の右刊こ出てくると雨で増水した沢の水が道にまで溢れ、  

道はまるで小さな小川となる。ヒザ下までの所の水は、まだ良いが時々股上まで濡れると  

冷たい。ニのような小川下りが延々と続く。DOCが作った木の桟道が水の中にかくれてい  

る．ユ 登山者の姿もなく道標も無かったので、果たしてこの道で良いのか、何度か地図とコ  

ンパスを出して方位を確かめる。このコースは運が良ければ尽間でもニュージーランドで  

絶滅の危機にあっているキウイに出合えるそうだ。今日は残念ながら道は増水し川となっ  

ていたので会うこともなかったn   

座る場所も無いので立ったまま、光子の作ってくれたオニギリを食べる。沢を横切る橋  

は新しく作られていた。ここから目的地までが長く1時間半ほどもかかった。今朝、Mai80n  

B8y小屋を出てからランチに10分ほど立ち止まった以外は歩きづめであった。備を渡っ  

てからの道は小川からドロ道にと変った。その道をただひたすら歩き続けて「n朋IⅣ8ねr  

小屋5分」の看板を見てホットする。出迎えのボート地点には約束の2時に着いた。予約  

してあったボートには女性2人がザックを担いで到着したばかり。これから、あの小川の  

道を登りながらMa由onB8yまで行くのは大変だろう。   

ボートは快適なエンジン音をたてながらオバーンの町へ。心地よい疲労感と充足感にひ  

たりながら宿へと向う。  

追記  

北島ワイカレモアナ湖の周りを5日かけて歩いた記録は下記のURいこ掲載しています。  

bttp：〟www．happyne血uadbYe指08・W〟2（氾6N訂2（氾5n乙btm  
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は感じましたね。その後東天狗岳にたどり着い  

たんですが、ここで部長がこれから後天気が悪  

くなるなどの理由で予定を変更して黒百合平に  

テントを張ることを決断しました。そういうわ  

けでこの日も行動を終えたのは12時前になり  

ました。なんだか情けない感じがするなと言っ  

ていたんですが、正直ちょっと疲れていた僕に  

とっては助かりました。夜は雨が激しく、雨水  

がポタポタとテントの中に落ちてそれが額に当  

たりほとんど眠れませんでした。早く朝になら  

ないかなと感じた夜でした。  

5月7日（土）（雨→晴）   

6：00（起床）→8：20（出発）→10：  

40（渋ノ湯）   

この日の行動は2時間程度だということで、  

朝は朝食を食べた復しばらくぼんやりした後8  

時過ぎに出発するというのんびりしたものでし  

た。ところがコース的にはこの日が一番辛かっ  

たです。なにせ沢地形で一応道はあるのですが、  

雨の影響か道がところどころ途切れていたので  

す。仕方がないので道ではない雪の上を歩くの  

ですが、道ではないのでどこまでも足が深みへ  

はまって行きます。他にも雪が崩れて水の中に  

思い切り足を踏み入れたりして靴の中がビショ  

ビショになりました。その後温泉に入った後駅  

前でバスの時間まで暇をつぶして大阪まで帰り  

ました。総合的な感想としてはやはり体力不足  

ですれ ちょっと体力が落ちて来ているような  

感じがします。今度はもしこれより長い距離だ  

ったとしても対応できるようにしたいと思いま  

した。  

ノしつガ岳の春   

鄭受 手口田 典之   

5月4日（水）（快晴）  

16：30（美濃戸口）→17：15～17：  

25（美濃戸）→19：25（赤岳鉱泉）   

今回の五月山なんですが、いっもと違って気  

分的には落ち着いていたと思います。石鎚山の  

時と同じく見た目にはあまり雪がないように感  

じられました。ちょっと夜の歩行はやりにくか  

ったんですが、まあ順調に赤岳鉱泉にたどり着  

けました。  

5月5日（木）（快晴）   

4：30（起床）→5：40（出発）→6：  

10（行者′」、屋）→7：30（赤岳）、  

→9：30（阿弥陀岳）→11：15（赤岳鉱  

泉）   

この日は重い荷物を背負わずに登るというこ  

とで気分的には楽でしたが、後の方になると運  

動不足かそれなりに足にこたえました。阿弥陀  

岳の山頂付近で少しアイゼンが必要かなという  

場所が出てきてアイゼンをつけることになった  

んですが、前回の石鎚山の時と同様にアイゼン  

が途中で外れてしまうことがありましたっネジ  

の調節の仕方なども勉強したので今度はそのへ  

んを練習しておかないといけませんね。11時  

過ぎにはテント場に戻って来たということでそ  

の後ちょっと暇でしたがまあ順調でよかったで  

す。  

5月6日（金）（くもり→雨）   

4：00（起床）→5：40（出発）→7：  

30（硫黄岳）→8：55（根石岳）  

→9：30（東天狗岳）→9：55（西天狗岳）  

→10：15（東天狗岳）  

→11：40（黒百合平）   

この日はいよいよ縦走です。この形式はあま  

り経験がないので大丈夫かという感じだったん  

ですが、硫黄岳までは問題なく行けました。し  

かしその次の根石岳までの道のりはきつかった  

です。いったん硫黄岳の山頂から下って根石岳  

の山頂まで休憩なしだったのでゝ しかしどうや  

ら部長は東天狗岳まで休憩せずに行くつもりだ  

ったようです。やはり部長は元気だなとこの時  
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南九小卜lの山旅と  
触一ノし方棄  

2005／5／10－5／22  
40年卒 佐々木惣四郎  

九州へは、高校の修学旅行できたが、北九  

州であり、今回の南九州は、始めてという事に  

なる。今回の経路は九州の100名山を中心と  

した山旅と温泉を巡るものでテントによる気ま  

まな旅であった。順路として（誹可蘇 高岳（1  

592M）より黒川温泉 ②九住山（1786  

M）より九重赤井温泉 ③祖母山（1756M）  

④大崩山（おおあえ1644M）より祝子川温  

泉美人の湯（萱：霧島 韓国岳（からくに17  

00M）のえびの高原温泉 ⑥霧島 高千穂岳  

（1574M）より霧島温泉 ⑦開聞岳（かい  

もん 924M）の開聞温泉 ⑧由布岳（15  

83M）の湯布院温泉と別府温泉 と8つの山  

と8箇所の温泉である。  

ミヤマキリシマは、九重だけがほとんど咲  

いておらず阿蘇、霧島、由布は満開でジックリ  

鑑賞できた。ベストの山は、大崩山で、岩と渓  

谷と樹林の美しい山であるが、勇塚コースから  

坊主尾根は30にものぼる梯子と多くのロープ  

が設置されており特筆に価いする山であった。  

いわゆる上級コースという事になる。   

頂上からの景色は、韓国岳が抜群で阿蘇は  

噴火の影響で火口は見れなかった。九重も良か  

ったが小雨とガスでほとんど何も見えなかった。  

また麓からの景色は、やはり開聞が格好よく、  

知覧からの特攻隊員が真下に眺めながら散って  

いった事を思うと感無量の思いであった。由布  

岳も良く、高千穂と合わせミヤマキリシマが美  

しいところである。  

テント場には気を使ったが霧島のえびの高  

原テント場には露天風呂がついておりビックリ、  

料金も無料で、祝子川温泉も何回も一回料金で  

入れ最高であった。逆に黒川温泉と湯布院温泉  

ではテント場に苦労した。開聞のテント場には  

沈殿もあり3泊もした。下記 概略であります。   

5月11日 阿蘇 高岳、中岳   登り2  

時間  

仙酔狭のケーブルは噴火で止ま  

ったままであったがミヤマキリシマの満開で多  

くの人がきていた。ルートは溶岩と／」、岩のミッ  

クスであったが比較的固まっておりよく止まる。  

中岳より向こうは監視所からマイクで引き返し  

が要求されてきた。  

仙酔狭ではテント張れず黒川温泉に向かうがテ  

ント場なく小さな駐車場に巳む無く張った。  

黒川温泉に期待していたが余りに何もなく期待  

はずれであった。   

5月12日 久住山  登り1時間半  

朝6時台は艶が見えていたが  

途中から／ト雨となりガスに覆われ何も見えなく  

なったので坊がズル、法華院温泉は諦め帰途に  

つく。牧の戸峠からタクシーにて赤井温泉によ  

り、次の目的地の祖母山の麓である神原（こう  

ばる）テント場に向かうがテント場まで20分  

強の登りで参った。広いテント場で唯一人であ  

る。   

5月13日 祖母山  登り3時間半  

樹林の中をほとんど進むがヒバ  

リを中心とした鳥が多く、鳴き声が絶えず聞こ  

え渓谷の美しさと青葉がみずみずしかった。丁  

度頂上にはフタバツツジが咲いていた。ルート  

は比較的良くて山が深いという感じがした。バ  

ス便が少なく明朝の出発とする。   

5月14日 大崩山（おおくえ山）の麓へ移  

動、渓流荘の山小屋に宿泊  

延岡から祝子川（ほうり川）に  

沿って温泉につき山／」、屋に入る。￥5000で  

朝には車で登山口まで送ってもらう事にする。  

約1時間の歩行短縮となる。   

5月15日 大崩山  登り3時間半  

勇塚コース（わくずか）から登  

るが花崗岩の大きな岩があり、景色も岩壁が向  

かいに見え、北アルプスの感じがする。梯子と  

ロープが次々と現れ2回程道に迷った。帰りは  

坊主尾根であるが、ここも梯子とロープが恐ら  
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ガスが時々晴れ、辛うじて景色が見え、種子島、  

屋久島等が望めた。ルートは7合目付近が岩が  

多く岩の上を伝う。ほぼ下山が終わる頃、下か  

ら知った顔の2人がきて最初解らなかったが西  

村君夫妻であった。全くの奇遇でしばし歓談す  

る。元気にアチコチ飛び回っているようだ。  

早く帰ったのでバスでフラワーパークに行くが  

日本一というだけあり、花の種類の多さと手入  

れの良さと規模にビックリ、感動さされた。帰  

りは開聞温泉で露天風呂に入り、開聞の景色に  

見とれる。茶色の湯で国民宿舎であった。   

5月20日 知覧に寄り由布岳に移動  

知覧にはパ、学校の生徒が数多く  

きており、平和願う折ズルがたくさんあった。  

本を2冊買い別脚こ帰るまでに読み終えた。日  

本軍の貧弱さとうら若き青年の犠牲に胸詰まっ  

た。。  

由布院ではテント場なく観光案内所で秘密にス  

ポットを教えて貰いようやく張れた。予算がほ  

ぼなくなってしまい泊まる事かなわないのであ  

る。湯布院の温泉は、艶も良く良かった  

く20以上ありビックリ。これがないと登れず  

下れずで念の為についているのではなく、整備  

に随分と労力が要したであろうと思われる。日  

本屈指のハイキングコースでいわゆる上級コー  

スになるでしょう。  

逆に頂上はまったく冴えなかったが。。。渓流は  

素晴らしく下流には発電所がある。ここでのテ  

ント場はバス停終点にある美人の湯の駐車場で  

便所、水道完備でしかも1回入浴料で何回も  

入れ、  

露天からは大崩山が正面に見えて最高であった。   

5月16日 霧島 韓国岳の麓 えびの高原  

に移動  

延岡より都城を経て小林に入り  

バスにてえびの高原に行く。広い広い高原にて  

多くの観光客と車がいて賑やかも テント場は最  

奥ながら設備が整っており露天風呂があるのに  

は驚かされ無料にも驚く。ミヤマキリシマが真  

っ盛りという感じ。また野生のシカが多くおり、  

変ったムードをかもしだしている。   

5月17日 韓国岳 登り1時間強、高  

千穂峰 登り 2時間  

ルートは良く朝一番乗りで頂上  

に着く。頂上よりの景色は抜群で朝早い為、新  

燃岳、高千穂峰が幻想的に浮かびあがっており、  

期待に反した良さでビックリ。本来なら縦走計  

画であったが食料が余りへらず、重いので縦走  

は取りやめ、車で高千穂河原に向かい空身で高  

千穂  

に行く。上部ルートは溶岩砂で登り難い。火口  

付近にはミヤマキリシマが咲き舌Lれており、心  

なごむ。霧島神宮駅近くの露天風呂に入ったの  

ち、開聞岳に向かう。  

開聞駅近くよりタクシーにて池田湖までゆき開  

聞の景色を確終する。唐船狭流しソーメンに食  

べに行ったのであるが時間遅く全て閉まってし  

まっていた。ソーメン屋の人にテント場まで送  

ってもらう。1泊￥700であった。   

5月19日 開聞岳  登り2時間  

18日の雨沈殿のあと、朝は頂  

上にガスが多く出発を少し遅らした。頂上では  

5月21日  由布岳  登り 2時間  

ルートは良く快適でミヤマキリ  

シマがたくさん咲いていた。さすがに登山客多  

く  

この旅「番のハイカーであった。酉登山口に降  

りてきたのだがこのルートは、すでに整備され  

ておらず正面ルートだけが生きている。頂上は  

東峰はきつく西峰が楽である。   

最後に経費であるが10万円持参して移動  

費￥74000（タクシー￥28000）、その  

他  

￥26000で残金￥500のみという有様で  

あった。一人旅は 気ままなるも寂しいところ  

があり、移動を利用したり、テントでの休みを  

利用して文庫本6冊を読み、かつ、カセットテ  

ープを散々楽しんだこ  
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山岳会、20歳から80歳まで、多種多様の人  

が集まってくれた。懇親会も明け方近くまで飲  

み語る人もいたらしく、山の集会とすれば、大  

成功だったといえるだろう。講演会は私がコー  

ディネイトした。黒部別Luにかかわった人々の  

生の声で、積雪期登山の歴史をたどろうという  

ものだった。以下、内容を紹介しよう。  

西川元夫（大阪大学山岳会）、56年3月の鳴  

沢出合での黒部川横断のアタックメンバーで、  

当時の大阪大学山岳部の登山目標を赤裸々に語  

った。後立山東面のバリエーションルートから  

長期縦走そして黒部横断へと、登山方法の変遷  

を、上向き、横向き、下向きの山と形容した。  

マナスル第三次隊、黒四ダム建設調査と時を同  

じくした。半世紀も前の話は、参加者にとって  

驚きだった。   

原田道雄（京都学士山岳会）、60年3月の十  

字峡初横断のメンバーで、京大の目指してきた  

パイオニアワークについて語り、初横断の意義  

を主張した。横断そのものは工事関係の吊り橋  

があり、困難はなかったけれども、充実した山  

行であった。剣岳頂上での合唱は涙声で歌にな  

らなかったとのこと。青春の感動が伝わるいい  

話だった。京大の黄金時代といえる頃の記念す  

べき記録である。   

渡辺斉（武蔵之国山岳会）、60年代の社会人  

山岳会の目指したもの、東京岳人倶楽部時代の  

世相やエピソードなどで、大いに笑いを取る。  

倶楽部の地域研究として積雪期黒部を 選ん  

だ経緯や登山の大衆化など、登山ブームの真只  

中を駆け抜けた日本を代表するオールドクライ  

マーの話は皆を魅了した。大タテガビン南東壁  

初登撃や2月の白竜峡横断の話など、貴重な話  

を聞いた。   

石井孝行（チーム84）、大滝凹状岩壁、トサ  

カ尾根、大滝尾根の積雪期初登撃など、おびた  

だしい記録の数々は参加者を圧倒した。大タテ  

ガビン南東壁単独登肇の下山ルートが十字峡か  

ら鹿島槍であったことや、後立山越えの剣岳登  

頂で帰路も再び後立山越えした話、単独で十字  

和田城志   

黒部の衆は有名である。大野明代表以下、衆  

人15名、癖のある面々である。重厚長大の正  

統派登山が廃れて久しい。中高年の活躍ばかり  

が目立つヒマラヤツアーと日本百名山が登山の  

主役になっているらしい。黒部の衆は布袋さん  

のような腹をした大野さんを筆頭にそういう山  

をやらない。身体外見はまごうかたなき中高年  

アル中だが、頭の中身は山岳部二回生で止まっ  

たままで、自分のことは棚に上げ、軟弱な登山  

を罵倒する。他人と比べて、少し登山実績を持  

っているという自負が、大言壮語を支えている  

に過ぎないのだが、けっこう人気がある。ちょ  

っと始末の悪い、けれども貴重なご意見番的集  

団である。   

その集団が本を出した。18年前に出版した  

「黒部別山の姉妹本というべき「黒部別山一  

積雪期－」である。黒部別山周辺の積雪期の登  

山記録を網羅した、まったくマニアックな山行  

記録集である。黒部別山がマイナーな山塊であ  

ることはもとより、積雪期の登山となると、対  

象者は限られる。800部しか出回らないので  

は、人目に角如′しることも少ないだろうが、早く  

もメディアは紹介してくれた。「岳人」6月号や  

朝日新聞富山版に大きく取り上げられた。   

私はこの中で、「今何故、黒部別山積雪期なの  

机 という一文を書いた。私の登山への思いを  

集約した文である。登山史という体裁をとって  

いるが、私の登山観を示すのが目的であった。  

黒部別山のマイナーさ加減が私の好みにフィッ  

トして、私の登山を象徴していると思う。興味  

のある方は、黒部別山で検索すれば、ホームペ  

ージで本の入手方法が分かるので、ご一読下さ  

い。（残部はまだあると思うよ）   

先日、比良山岳センターで、「黒部に憑（疲）  

かれた人々」と題して、出版記念講演会を催し  

た。60名程のこじんまりとした講演会だった  

が、たいへん好評だった。社会人山岳会、大学  
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6、沢登りの魅力（冠から志水哲也まで、剣沢  

大滝登山史）   

かつて、冠たちは黒部時代という探検登山時  

代を築いた。我々は21世紀の今、日本登山史  

の中に第二の黒部時代を築きたいと思う。数少  

ないが、着実に雪黒部のフアンは増えている。  

黒部に憑かれたいろいろな人々と知り合い、酒  

を飲み、語り明かしたいものである。実現する  

だろうかっ   

翌日、比良山岳センターを辞し、住吉仙也（会  

友）、大西保（大阪山の会）、渡辺斉を我が家に  

招き、雑談を続けた。そこで、61年のランタ  

ン・リルン遭難の出来事を聞いた。住吉さんは  

P－29登山隊の副隊長であり、西川さんは隊員だ  

ったとのこと。リルン遭難のニュースをBCで  

聞き、隊長の篠田軍治に市大の手伝いをせよと、  

二人が派遣された由。住吉さんはネパール3度  

目だったし、西川さんは隊－・番の語学通であっ  

たというのが、人選の理由だったらしい。   

カトマンズでのすべての渉外活動を終えた後、  

夜の市街路を高唱しながら歩いたこと、泉さん  

のスピーチ原稿は西川さんが書いたこと、発音  

が悪いのでホテルで練習した話、泉さんの天性  

の渉外能力や「お富さん」の歌はネパールの人  

にも受けたことなど、興味深く 聞かしてもら  

った。   

パイオニアワークという言葉がてらいなく使  

えた、ヒマラヤ初登頂の古き良き時代の話は、  

この黒部にも当てはまり、この半世紀の登山の  

変遷がしみじみと思われた。原田さんや西川さ  

んの黒部への一断しは、正しく現代に受け継がれ  

ている。私はその重要なメッセンジャーの役割  

を果たしたと自負している。服部文祥が東京で  

の出版記念会でスピーチしたように、黒部の衆  

が一山岳同人の名前ではなく、普通名詞として  

使われるようになることを夢見る。黒部の衆人  

たちは、山登りにこだわる。肉体が衰えても、  

ハイカーにはなれない、何かにこだわる窮屈で  

融通のきかない極道なのだっ黒部の魅力に囚わ  

れた無期懲役の囚人でもあるのだから。  

峡横断をして流された話など石井孝行の独断場  

だった。   

伊藤達夫（京都てつじん山の会）、現代を代表  

するロッククライマーであり、彼のオーソドッ  

クスな積雪期岩壁継続登撃は日本における最高  

難度の登山と言っていいだろう。今回の本の主  

な執筆者であり、編集作業でも中心的な役割を  

果たした。   

服部文祥（サンナビキ同人）、岳人編集部に所  

属する山岳ジャーナリズムの旗手。これからの  

登山の行方を模索しつつ、いろいろなジャンル  

の登山を試みている。大滝尾根、中尾根主稜、  

八ツ峰北面などの記録を持つ。今年3月に、越  

中から信州に二泊三日でスキー横断をする。そ  

の中で、黒部別山、別山沢左俣の初滑降を成功  

させる。   

梶山正（サンナビキ同人）、現在活躍中の山岳  

カメラマンで、私とともに入った雪黒部のスラ  

イドを紹介した。珍しいアングルの写真に驚き  

の声が上がった。特に剣沢大滝の冬の写真は貴  

重なものだ。  

当初、講演をお願いした人に、宍戸元（大阪  

大学山岳会）、平井一正（AACK、神戸大学山  

岳会会長）、酒井園光（昭和山岳会、日本ヒマラ  

ヤ協会会長）らがいたが、日程が合わず、実現  

しなかった。冬の黒部を目指したこれら先駆者  

の話を、何とか後世に伝え残したいと、 夢は  

野放図に広がる。いつの日か、シンポジウム「黒  

部」を催したい。いくつかの分科会を設ける。  

キイーワードは山登りである。  

1、明治以前の黒部の歴史（佐々成政の故事や  

黒部奥山廻り役の足跡）  

2、日本山岳会黎明期の黒部登山（お雇い外国  

人から冠松次郎まで。山案内人のこと）  

3、黒部電源開発（東洋アルミナムから日本電  

力そして関西電力へ）  

4、黒部における雪崩の研究（志合谷、阿曽原  

のホウ雪崩と現代の雪崩研究最前線）  

5、積雪期黒部の横断登山史（38年の商大、  

関大の記録から現在まで）  
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ったように思います。   

ホームページの初期の中身は「あいさつ」、「山  

岳会の歴史」、「現役山岳部への入部のすすめ」、  

「海外の山の記録」、「国内の山の記録」、「ヒュ  

ッテ雪線」、「掲示板」、「山岳関係の諸団体のリ  

ンク集」、「山岳蔵書目録」でした。   

ソフトは兵頭君から譲り受けたホームペー  

ジ・ビルダー2000を使っていました。ワー  

プロ感覚でページの編集をしてましたが、当時  

のページの閲覧ソフトは一部の人はNet就ape  

というのを使われていて、私が編集したページ  

の中の写真が見れないとの苦情もありました。  

それらの解決は東京の奥田尚志さんの指導によ  

るものです。今はマイクロソフトのh血刑場t  

Explo柁rが全盛になってます。ビル・ゲイツが  

億万長者になったのが理解できます。   

ホームページを立ち上げた頃のインターネッ  

トとの接続は電話のアナログ回線を使い、ネッ  

トに接続していると一般電話が使えなく、女房  

に叱られ、「お宅は話中が多いね」と苦情を言わ  

れたものでした。当時mの深夜なら何時間  

でも使える「テレホーダイ」という契約に入っ  

て、深夜にパソコンに向っていました。また通  

信速度も遅く掲載する写真も出来るだけ軽くす  

るように心がけました。いまの高速ADSLや光  

ファイバーなどは夢の夢物語でした。   

山岳会ニュースとホームページの役割やどち  

らが先に情報を流すかを議論したのも懐かしい  

です。山岳会ニュースは遠隔地会員と山岳会と  

の距離を縮める役割を持ち、一方ホームページ  

は不特定多数の人に市大山岳会を知らしめるこ  

とが出来るので両方とも重要だとの認識を持ち  

ました。   

三年前に「掲示板」を使って八木信男さんと  

大学に入学したばかりの木野英史君との往復書  

簡を拝読して、やっとホームページがお役に立  

つ日が来たと喜びました。これがホームページ  

の最大の功績だったと自負しています。その春  

には大学当局から現役の部室の明渡しを宣告さ  

れていました。木野君や小椋君らが入部してく  

れて部室が存続し、山岳部復活の道を歩みまし   

OCUACとインターネット  

藤本 勇  

2000年9月に小林治俊さんの紹介で大阪  

市大の図書館（学術情報総合センター）を訪れ  

ました。館内を見物しますとパソコンが300  

台ほどあり、そのパソコンに学生が張り付いて  

キーを打っている姿を見て、驚くと共に大学が  

情報技術に力を入れているのが分かりました。   

最近の学生は就職活動もインターネットを利  

用して、自分の就職先を決定している。また、  

高校生も進学する大学の様子なども、事前にイ  

ンターネットのホームページを検索して予備知  

識を得る時代に成っています。小学校の義務教  

育にも、パソコン学習が取り上げられて、それ  

を教える先生がいないというのが報じられてい  

ます。   

市大の現役山岳部の部員がゼロに近づいて、  

山岳部の存在が無くなろうとしていました。   

毎年、何とかせねばならないと口に出しては  

いますが、これと言った妙案がなくて首をうな  

だれているのが現状です。少子化と高齢化の日  

本には、山登りをするのは年寄りだけで若者は  

山を見限ったのかとも思われます。趣味の多様  

化する中でアウトドアを志向する若者もいるは  

ずだし、何とか、そのような若者を山岳部に引  

き入れる手だては無いものだろうか？   

インターネット社会に「大阪市立大学山岳会  

のホームページ」を作り上げました。このペー  

ジが現役部員の獲得の一助にでもなれば最高と  

思いました。開設に際しましては藤村達夫さん  

の友人である塩見潤一郎さんのご指導とご支援  

を頂きました。現在、使っています表紙は塩見  

さんに作ってもらった物です。今も塩見さんの  

会社のサイト（wwwhappy：net）を無償で使わ  

せて苦っています。当時は市大運動部のOB会  

でホームページを持っているクラブはまだ無か  
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ともご指導のほどお願いします。  た。その後、木野君が山岳部に入部して現役の  

ホームページを立ち上げたくれたのは皆様もご  

存知のことと思います。   

2000年の秋にホームページを開設以来、  

2005年5月末までの閲覧者は26500人  

にも達しています。  

次に当時は会員でメールアドレスを持ってお  

られる方はまだ少なく40名もおられませんで  

した。しかしインターネットの世界のスピード  

は物凄く、ホームペーージは天文学的に増え、会  

員相互のメール交換も急ピッチで伸びました。   

一つのアドレスで会員全員にメールが届くも  

のは無いかとネットで探していますと無料のメ  

ーリーングリストを発見し、そのリストに登録  

了解の方のみを対象にした連絡網が出来あがり  

ました。いまでは一般用とは別に幹事会用のメ  

ーリングリストもあります。これらのメーリン  

グリストは「ウイルスメール」から守るために  

一切の「添付ファイル」を禁止しております。  

ご不便をかけていますが何卒ご理解とご協力く  

ださるようお願い致します。   

最後に5年以上もインターネット関係のお世  

話をしていますとマンネリ化して来ています。  

70歳の古希の年寄りがでしやばるのもこの辺  

が潮時と思います。後は強力な後継者が見つか  

りました。兵頭 渉さんにお任せしようと決め  

ました。  

Fさんからは  

山岳会のホームページのお守りが藤本先輩から、  

兵頭君に引き継がれた事を今知りました、これ  

まで大変な尽力をされた藤本先輩に大感謝、ま  

た、これから兵頭君、宜しくお願いします。  

SOさんからは  

こんにちは。ご無沙汰しています。長い間山岳  

会のHPを楽しませて頂いて、有難うご  

ざいました。常に話題がほかほかでHPに力を  

注いで下さっていたのが画面からよく伝わって  

きました。  

私も自分のHPをあんなに美しく色々なことが  

したいなあといっも思わされています。  

有難うございました  

0さんからは  

大阪市大山岳会HPを創設され、これまで維持  

された藤本先輩に地球の裏側から拍手で喝采い  

たします。日本からの図書が、いまだに一一月以  

上かかる僻地にいますと、HPの嬉しさが格別  

です。  

KOさんからは  

HPの立ち上げから維持管理まで、長年ご苦労  

様でした。大変な労力が必要だっただろうと思  

います。有難う御座いました。まだまだ隠居は  

せずに、OCUACを引っ張って下さい。  

KUさんから昼  

ホームページの管理から引退ですか）突然でび  

っくりしました。長い間お世話になり、感謝申  

し上げます。でも老後（？）の楽しみがなくな  

ってしまうのでは？   

『皆様方からお褒めのお吉菓を頂戴して恐縮し  

ています』  

Sさんからは  

HPの管理を兵頭さんに引き継がれたものと理  

解しまう㌔長い間お疲れ様でした。 山岳会の  

HPとMj山による連絡網は今や活動の大動脈  

としてなくてはならぬ物となりました。  

作り・育て・維持された藤本さんに厚くお礼を  

申し上げます。  

彼以外には考えられない兵頭さんという後継を  

得られてホッとされている事でしょう。 今後  
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平成1 7年度山岳会総会カミ  
開催されました！2005／4／23  

本年4月23日桜散る真っ只中弥生会館にて恒例の総会が34名の出席者の下関催されま  

した。本年からこれまでの池永会長に替わり川勝新会長及び佐藤新幹事長の下にやっと大  

阪に腰をすえる事になった伴さん、義本さんの新顔を加え本年の新しい出発を迎える事に  

なります。念願の本年の新人はまだ応募者がなく厳しい出発になりそうです。  

大阪市大山岳会2004年度総括  

山岳会幹事長佐藤一良  

佐藤です。今日は。  

我が山岳会の2004年度の総括という事で少し時間をいただきます。  

本日は現役4名を含め34名の会員の方々に参加いただいております。ありがとうござい  

ます。   

先ほど川勝会長が触れられていましたが、山岳会の高齢化と少子化が進んできています。  

特にここ20年の新入会員は9名にすぎません。これは40歳までの会員が殆どいないと言  

う事です。幸い2003年・2004年と8名の現役部員を迎えて廃部という危機的状況はひと  

まず回避されましたが、当分は50歳以上の会員の皆さんが山岳会活動の中心になるとい  

う事です。   

山と自然を楽しむ方法も会員の高齢化に伴い変ってきました。激しい岩畳りは岩稜や縦  

走と沢歩きに、冬山・春山はスキーに、5月は陽光を浴びて残雪のなかで仲間と遊ぶこと  

が多くなりました。   

山本先輩の東北の山歩き、藤本さんのニュージーランド、虞谷・奥田両氏のミニアコン  

ガ、佐々木さんのネパール、参加者が延べ40名を超え毎年メンバーが増え続けている小  

笹スキースクール、上田さんの北海道仕込の山スキーなど後ほど報告をして頂きたいと思  

います。   

高齢化をものともせず多くの会員の方々が夫々の方法で同好の士をつのり自然の中で活  

躍されている事は誠に心強いかぎりです。   

またリフォームされた雪線が私共にとってますます大切なものとなってきています。登  

山やスキーの中継点として、又気の合った友人達と山小屋ライフそのものを楽しむために  

多くの会員諸氏に活用されており私共の活動のセンターとしての役割をはたしています。  

雪線を快適な環境で維持していただいている運営幹事の久保田さん、中嶋さん、兵頭くん  

に感謝申し上げます。   

現役の諸君がどのような活動をしてきたのか、山岳部の生活をどのように考えているの  

か小椋主将から報告があると思いますが、60歳を超える指導幹事と20歳代の若者達との  

交流がうまく成立するのかといった点も聞かせてもらえればと思います。   

最後に会員の皆さまのますますのご活躍を期待しますとともに、もっと沢山の会員の  

方々に山岳会の行事・活動に参加していただけるようお願いもうしあげます。以上。  
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山田裕敏  

1）4月30日～5月4日  

現役新人合宿attend於岳沢  

佐々木、山田、兵頭、佐藤、島川、  

第113回ホ●－ト条  

藤本、小笹、上堂、岡本、佐々木、島ノIll、佐藤、大島、  

兵頭、苑樹、八木、吉村、現役5人  

5名  

2）6月5日  

17名  

3）6月26 日  

7月 3日  

岩トレ不動佐々木、山田現役3名  

岩トレ蓬莱峡、佐々木、コーチ杉山氏現役3名  

比良山口の深谷から蛇谷ヶ峰現役との合同登山  

佐々木、山田、佐藤、苑樹現役4名  

4）7月  

8名  

5）8月8日～15日 現役夏山合宿attend於剣真砂沢  

上堂、佐々木、山田、上田  4名  

6）9月18日～19日 比良山集中登山貫井谷右俣、正面谷ほか（伴さん歓迎登山）  

藤本、小笹、伴、苑樹、大堀、山田、佐藤  7名  

7）9月22日～25日 太郎小屋一黒部五郎岳一双六小屋  鷲田夫妻他  2名  

8）10月23日  比良山貫井谷左俣  伴、山田  2名  

9）10月2日～10日 ネハ○－ル・ヒマラヤ・チュルファーイースト峰（6059m） 佐々木  1名  

10）11月6日、7日  北沢峠～仙丈岳往復（雪線7周年記念Golf後の山行）  

佐々木、上田  2名  

11）12月19日  京都清滝川支流毘沙門谷 伴、山田  2名   
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12）12月～4月  スキー合宿   

12月 北海道（小笹、藤村、佐藤、大島、藤木、島川、兵頭、苑樹、井本、吉村）  10名  

1月 栂池 （上堂、佐藤、大島、兵頭、苑樹、大堀）  

2月 大山 （上堂、山辻、伴、上田、佐藤、島川、山田、澤田）  

（小笹、上堂、久保田、鷲田、上田、藤村、藤木、佐藤、大島  

大堀、苑樹、井本，渡連、兵頭）  

（上堂、伴、佐々木、兵頭、大堀、苑樹、吉村親子）  

（小笹、上堂、大堀、佐藤、苑樹、吉村親子）  

2月 栂池  

3月 栂池  

4月 栂池  

13）3月7日、8日 大山登山、スキー  佐々木、（山田ストのみ）  2名  

14）3月15日～23日 ミニヤコンが  

廣谷、橋本、北濃、奥田寛4名延参加者  合計 118孝．  

平成17年度活動予  

現役5月山行との合同登山責任者佐々木・山田  

ボート祭“大島  

大台大杉谷遡行“山田  

新人歓迎登山（空木岳）“澤井  

アララキヾ会コやルフ及び駒ヶ根山荘掃除会“久保田  

現役夏山合宿に部分参加“佐々木・山田他  

中央ア／げス与田切川遡行“伴  

紅葉の剣早月尾根から本峰往復“大島  

雪線コナルフ大会その後北沢峠／仙丈岳／伊那谷“久保田・山田  

京都北山散策“山田  

初旬各種スキー行‘‘大島・山田他  

バード・ウオッチング“上堂・島川  

4月29日～5月5日   

5月28／29日   

6月11／12日   

6月18／19日   

7月21／23日  

8月中旬  

9月10／11日   

10月8／10日   

11月3～6日   

11月26日   

12月下旬～4月  

3月初旬  
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編集後記   

せっかく、原稿を書いて頂いたのですが、編集者兼印刷者が多忙の  

ため発行、発送が大変遅れましたことをお詫びもうしあげます。   

現在、五十代を目前にして山岳部の顧問をクビ？になり、高校生と  

龍笛を奏でる雅楽部の担当となっております。   

雅楽といえば東儀秀樹さんが有名ですが、彼日く、シルクロードの  

音楽が日本に入ってきて整理整頓されて雅楽として日本に根づいたの  

だそうです。足寄八仙という舞の曲もあり、良常山に住む仙人の話に  

基づいた舞だそうです。   

「打ち合わせ」「やたらに」「呂律」「二の舞」「千秋楽」などなど  

日本語の語源にも雅楽がかかわっていることも知りました。   

同時に、夢枕漠さんの「陰陽師」では、安部晴明の相棒となってい  

る龍笛の名手、源博雅の存在も知ることとなり全巻読破をめざし、さ  

らには今昔物語も読破しようかと思っています。   

とはいえ、目下の目標は、龍笛のレパートリーを増やし、島嵩に行  

くのは無理なので穂高の頂上の嗣に雅楽を奏上してお参りをする方  

のBGMを奏でようと考えております。  （N）  
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